
第44回　日本核医学会　関東甲信越地方会 1281

院を受診，バセドウ病と診断され，入院となった．

退院後，総ビリルビン値33．5mg／dlと黄疸が出現し，

再入院となった．メルカゾールによる薬剤性肝障害

と考え，内服薬を中止．ビリルビン値は低下傾向を

示したが，ホルモン値再上昇のためプロパジールを

投与した．しかし，トランスアミナーゼ値急上昇の

ため中止，抗甲状腺薬を断念し，80病日にi3il－Na内

服治療（192MBq）を慈恵医大にて施行した．ホルモ

ン値は改善したが，104病日に大量吐血をおこした．

内視鏡で，十二指腸に隆起陥凹性病変を認め，大量

輸血等をおこなうも106病日に死亡した．本症例で

は，トランスアミナーゼ値，ビリルビン値の上昇は

薬剤性ではなく腫瘍性と思われたが，バセドウ病に

対するアイソトープ治療は，状態不良の患者にも1回

の内服のみでよく，米国のように例数を増やすべき

と思われた．

21．ガンマカメラを用いた18F・FDGシンチグラフィ

　　による腫瘍診断
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　18F一フルオロデオキシグルコース（18F－FDG）は糖代

謝を利用して悪性腫瘍の診断に用いられているが，

撮像にはPET専用カメラを必要とする．しかし，近

年SPECT装置を用いた検査法が注目されており，わ

れわれもガンマカメラを用いた18F－FDGシンチグラ

フィを経験したのでその結果について報告する．対

象は悪性腫瘍ll例で，4時間以上の絶食後に18F－FDG

を370～555MBq投与し，40分以降から全身像およ

びSPECTの撮像を行った．装置は511keVコリメー

タを装着したMULTISPECT2（シーメンス社製）を用

いた．1例を除き，腫瘍病巣の陽性描画が得られ，そ

れらのうち最小の検出病巣は径1．5cmの肝転移で

あった．またSPECTにおける腫瘍／筋肉比は平均

2．5であった．日常用いているガンマカメラで簡便に

18F－FDGシンチグラフィが行えており，一般臨床への

普及が期待される．

22．99”tl’c・tetrofosminによる腫瘍シンチグラフィ
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　心筋血流シンチ用剤である99mTc－tetrofosminを腫瘍

シンチに応用し，2°iTlとの挙動を比較した．対象は

診断の確定した悪性腫瘍6例10病巣（うち2例は治

療前後）および未確定の2例2病巣である．Tetrofos－

min　740　MBq静注10分後より早期像，約3時間後よ

り後期像を撮像した．一部の症例では2°iTlシンチと

比較した．定量的には早期摂取率，後期摂取率，

washout　rateを算出した．早期像で，　tetrofosminは12

病巣すべてによく集積し，後期像でも10病巣に残存

を認めた．早期摂取率は201Tlとよく相関したが，後

期摂取率に関しては201TIとの相関は悪く，したがっ

て，tetrofosminのwashoutのパターンはT1とやや異

なることが示唆された．今後，te加fosminの後期像の

意義づけに関しての検討が必要である．

23．低エネルギー用コリメータを用いたTEW処理

　　による67Gaイメージの検討
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　SPECT定量測定向上のために開発されたTEW法

は散乱線除去の有用な方法として評価をうけてい

る．今回このTEW法を用いプレナーでの67Gaイメー

ジ画質向上を検討した．また，高エネルギーからの

クロストークやペネトレーションの除去によりプレ

ナー画像の画質分析を試み，コリメータの最適エネ

ルギーに対する考え方を再検討した．67GaでMEGP，

LEGP，　LEHR等のコリメータを組み合わせて低いエ

ネルギー成分だけの画像を得ることによって低エネ

ルギーコリメータでも鮮明な画像が得られる可能性

について検討して報告した．LEGPコリメータで

TEW処理によりMEGPコリメータでの画像よりも分

解能の良い，鮮明な67Gaイメージが得られた．
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